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ヘ
ル
シ
ィ
エ
イ
ジ
ン
グ
学

会
（
山
田
明
夫
会
長
）
は
、
予

防
医
学
、
加
齢
に
よ
る
老
化

の
先
送
り
、
病
的
老
化
の
重

症
化
防
止
、
美
し
く
健
康
的

に
老
い
る
ー
な
ど
の
立
場

か
ら
医
薬
品
、
再
生
医
療
、

医
療
機
器
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

化
粧
品
等
の
研
究
、
検
証
と
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
治

療
の
情
報
提
供
を
目
的
と
し

て
い
る
。2
月
1
7
日
画
に
東

京
女
子
医
科
大
学
・
早
和
田

大
学
連
携
先
端
生
命
医
科
学

研
究
教
育
施
設
で
開
か
れ
た

第
4
回
ヘ
ル
シ
ィ
エ
イ
ジ
ン
グ
学
会
学
術
集
会
開
催

星野恵津夫氏

コ
レ

ス

テ
口

2

月
1
7
日
画
・
1
8
日
山
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

M
&
Dタ

ワ
ー
大
講
堂
（
文
京
区
）
に
て
、
日
本
統
合
医
療
学
会
主
催

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
先
進
医
療
、
伝
統
医
療
、

食
事
療
法
、
心
身
医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。
今
号
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
っ
、
「
東
ア
ジ
ア
の

補
完
医
療
」
（
座
長
益
g
谷
薫
・
日
本
大
学
医
学
部
教
授
、

後
藤
修
司
・
全
日
本
鍼
灸
学
会
会
長
）
を
詳
報
し
よ
う
。

●
が
ん
患
者
特
有
の
諸
症
状

に
有
効
性
を
発
揮

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
漠

‘
方
医
学
セ
ン
タ
ー
の
渡
辺
賢

治
氏
は
、
時
代
や
社
会
の
変

化
に
対
応
し
て
進
化
し
て
い

る
わ
が
国
の
漠
方
医
学
を
ふ

ま
え
て
、
が
ん
治
療
の
お
け

る
漠
方
の
役
割
を
論
じ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
抗
が

ん
剤
・
放
射
線
治
療
の
副
作

用
軽
減
作
用
や
イ
レ
ウ
ス
予

防
、
化
学
予
防
＊
（
＊
食
品
成

分
と
発
症
の
因
果
関
係
を
調
べ
て
予

防
因
子
を
見
つ
け
出
し
、
租
梃
的
な

予
防
に
結
び
付
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
）
、

第
4
回
学
術
集
会
で
は
、
特

別
講
涸
4
題
(
C
D
エ
イ
ジ
ン

グ
と
心
の
ト
ラ
プ
ル
／
松
島
英

介
・
東
京
医
歯
大
病
院
心
療
内

科
②
消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見

と
鰻
先
端
医
療
／
岡
障
幸
紀
・

防
府
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
研
究

所
③
福
島
第
一
原
発
に
対
す
る

注
水
作
業
に
お
け
る
被
ば
く
管

理
の
考
え
方
／
山
口
芳
裕
・
杏

林
大
医
学
部
④
j
P
S
細
胞
を
用
い

た
神
経
再
生
・
疾
患
・
創
薬
研
究
」

岡
野
栄
之
・
慶
応
攀
塾
大
医
学

部
）
と
、
粗
食
を
テ
ー
マ
に

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
座 転

移
・
再
発
予
防
、
苦
痛
軽

減
な
ど
に
対
す
る
漠
方
薬
の

用
い
方
と
効
果
、
十
全
大
補

湯
や
大
建
中
湯
な
ど
頻
用
処

方
の
作
用
に
つ
い
て
論
じ
、

体
力
低
下
、
倦
怠
感
、
食
欲

不
振
、
冷
え
、
気
分
の
落
ち

込
み
な
ど
、
が
ん
患
者
特
有

の
諸
症
状
に
有
効
性
を
発
揮

す
る
こ
と
を
説
い
た
。

●
西
洋
医
学
と
漢
方
を
大
き

な
二
柱
に
し
た
統
合
医
療
を

が
ん
研
有
明
病
院
消
化
器

内
科
部
長
の
星
野
恵
津
夫
氏

は
「
漠
方
で
劇
的
に
変
わ
る

が
ん
治
療
」
と
し
て
、
統
合

長
二
麻
生
武
志
・
東
京
医
歯
大

名
醤
教
授
、
佐
中
孜
•
江
戸
川

病
院
、
演
者11新
開
省
―
-
•
東

京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
、

古
家
大
祐
・
金
沢
医
大
）
が
行

わ
れ
た
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
同
学
会
が
福
島

の
原
発
事
故
発
生
直
後
に
同

地
の
作
業
員
に
向
け
て
提
供

し
、
感
謝
状
を
受
け
た
黒
酵

母
発
酵
液
の
免
疫
能
活
性
と

放
射
線
防
護
に
つ
い
て
、
長

谷
川
武
夫
氏
（
ル
イ
パ
ス
ト

ゥ
ー
ル
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

が
講
澳
し
た
。(8面
に
つ
づ
く
） 医

療
に
よ
る
が
ん
治
療
の
実

際
に
つ
い
て
、
同
院
漠
方
サ

ポ
ー
ト
外
来
の
症
例
（
頭
頸

部
が
ん
の
放
射
線
治
療
後
の

口
腔
乾
燥
、
抗
が
ん
剤
に
よ

る
手
足
の
し
び
れ
、
消
化
器

が
ん
術
後
の
通
過
傷
害
な
ど

5

例
）
を
示
し
、
西
洋
医
学

と
漠
方
療
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
達
い
を
紹
介
。
「
従
来
の

3

大
療
法
で
は
不
十
分
。
西

●
コ
レ
ス
テ
ロ
—
ル
値
は
高

く
て
も
大
丈
夫
な
の
か

近
藤
氏
は
、
見
解
が
対
立

し
て
い
る
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
大
論
争
」
に
つ
い
て
解
説
。

日
本
脂
質
栄
養
学
会
は
⑲

年
、
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
い
方
が
む
し
ろ
長
生
き
す

る
。
薬
を
使
っ
て
ま
で
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
必
要

は
な
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

常
識
を
覆
す
見
解
を
発
表
し

た
。
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高

い
方
が
長
生
き
」
「
女
性
だ
け

で
な
く
男
性
も
治
療
不
要
の

場
合
が
多
い
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
動
脈

硬
化
学
会
と
j,
C
R
E
A
R

(
N
P
O

臨
床
研
究
適
正
評
価
教
育
機

檎
）
は
、
「
動
脈
硬
化
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
原
因
説
は
確

定
し
た
事
実
」
と
し
て
い
る
。

洋
医
学
と
漠
方
医
学
を
大
き

な
ふ
た
つ
の
柱
と
す
る
統
合

医
療
が
必
要
」
と
考
察
し
た
。

●
が
ん
は
寒
毒
ー
—
集
学
的

知
識
、
統
合
的
医
療
は
当
然

中
国
医
学
の
立
場
か
ら
論

じ
た
中
醤
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
コ

タ
カ
院
長
、
東
洋
医
学
ガ
ン

研
究
所
長
の
小
高
修
司
氏
は

「
困
難
を
椒
め
る
が
ん
治
療

で
は
集
学
的
知
識
と
統
合
的

ー

●
大
半
は
薬
物
治
療
不
要

日
本
人
で
は
、
血
中
の
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル(
L
D

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
を
分

解
で
き
な
い
「
家
族
性
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
」
の
重

症
者
（
ホ
モ
型
）
が
1
0
0
万
人

に
1

人
、
軽
症
者
（
ヘ
テ
ロ

型
）
が
5
0
0
人
に

1

人
、
遺
伝

的
に
存
在
す
る
。

ホ
モ
型
は
難
病
に
指
定
さ

れ
、
出
生
後
の
早
期
か
ら
治

療
と
食
事
制
限
が
必
要
な
疾

患
だ
。
ヘ
テ
ロ
型
は
、
L
D

L
代
謝
量
が
健
常
人
よ
り
多

少
劣
る
程
度
で
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
摂
っ
て
い

れ
ば
疾
病
リ
ス
ク
は
低
い
。

●
「
食
事
か
ら
は1
日
あ
た

り

4
0
0
m
g
以
下
が
妥
当
」

こ
う
し
た
こ
と
に
鑑
み
、

近
藤
氏
は
、
「
食
事
か
ら
は

Jレ

を
考
えmg/

d
a
y
の
妥
当
性
を
示
し
た

第
1
3
回
F
F
F

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
栄
痰
食
品
研
究
会
』
（
日
本
健
康
食
品
評
価
認
証
（
左
図
）
。

ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
イ
ヌ

機
構
主
催
）
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
今
月
か
ら
奇
数
月
の
第

2

火
曜
、

日

(
1
1
月
は
第4
)
に
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
（
文
京
区
）
で

5

回
シ
リ
ー
ズ
を
ス
タ
ー
イ
ッ
ト
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
白

ト
さ
せ
た
。
健
康
診
断
な
ど
で
示
さ
れ
る
「
血
清
脂
質
」
の
数
値
を
適
切
に
理
解
し
て
食
人
の
食
事
内
容
の
割
合
（
炭

事
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
体
内
動
態
の
星
本
知
識
を
確
認
す
る
の
水
化
物
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く

が
狙
い
だ
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
公
開
講
座
共
催
、
日
本
臨
床
栄
養
協
会
サ
プ
リ
メ
ン
ト
質
）
が
ほ
ぼ
同
じ
な
の
に
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
証
機
構
、
日
本
末
病
シ
ス
テ
ム
学
会
栄
蓑
部
会
認
定
講
座
と
し
て
開
催
心
臓
病
の
発
症
率
が
前
者

5
.
3

％
に
対
し
後
者
3
4
.

さ
れ
る
。3
月
1
3
日
因
に
開
か
れ
た
第

1

回
は
、
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
方
が
良
い

っ
て
本
当
？
」
の
テ
ー
マ
で
近
藤
和
雄
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成

7
％
と
圧
倒
的
に
異
な
る
原

科
学
研
究
科
教
授
）
が
講
師
を
つ
と
め
た
。
因
に
つ
い
て
、
前
者
は
脂
肪
・

4
0
0
m
g
ま
で
が
妥
当
」
と
の
見
た
ん
ぱ
く
質
を
魚
や
ア
ザ
ラ

解
を
示
し
た
。
シ
で
、
後
者
は
牛
豚
肉
で
そ

高
脂
血
症
の
食
事
療
法
の
れ
ぞ
れ
摂
取
補
給
し
て
い
た

う
ち
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
こ
と
も
紹
介
し
た
。

摂
取
（
卵
、
バ
タ
ー
、
レ
バ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
疾
病

ー
、
鳥
皮
な
ど
）
は
、
1

日
リ
ス
ク
と
の
関
係
は
、
明
ら

3
0
0
m
g
以
下
に
抑
え
る
よ
う
指
か
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
も

導
さ
れ
て
い
る
が
、
い
年
あ
り
、
近
藤
氏
は
「
さ
ま
ざ

版
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
ま
な
情
報
を
考
え
併
せ
て
食

準
」
（
厚
労
省
）
で
は
、
”
摂
事
を
摂
る
よ
う
心
掛
け
る
必

取
し
て
も
問
題
が
起
き
な
か
要
が
あ
る
」
と
結
ん
だ
。

(
8

っ
た
量
“
と
の
見
解
か
ら
男
面
に
日
本
脂
質
栄
義
学
会
刊

性
7
5
0
m
g
未
満
、
女
性
6
0
0
m
g
未
「
長
寿
の
た
め
の
コ
レ
ス
テ

満
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ロ
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
訓
」
）

つ
い
て
近
藤
氏
は
、
「
施
〗

鱈
疇
註
[
[
血
ご
こ
ジ

原
則
化
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
知
／
t
g
[
'
竺

胄
、
適
切
で
は
な
い
」
i
9
{

―
ご
£

成

と
指
摘
。
体
内
の
コ
レ
ス
→
母
（
さ

n. 

テ
ロ
ー
ル
は
、
胆
汁
か
ら
巧
事
i
ぐ
こ

も
分
泌
さ
れ
て
お
り
、
4
0
0

i
食

小高修司氏

と
の
関
連
か
ら
「
生
活
習
慣

病
」
と
し
、
煎
じ
薬
や
散
薬

の
服
用
に
加
え
、
日
常
生
活

の
改
善
や
経
穴
へ
の
軟
膏
塗

布
な
ど
患
者
の
自
己
努
力
も

求
め
て
い
る
と
い
う
。
患
者

裏
族
が
希
望
を
組
幻
恣
ょ

う
、
医
療
者
に
は
「
仁
恕
＊
」

（
＊
慈
悲
深
く
思
い
や
り
が
あ
り
罪
を

許
す
こ
と
）
が
不
可
欠
と
も
言

及
し
た
。(
8面
に
つ
づ
く
）

る

ん
治
療
は
統
合
灰
釈
が
必
然
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な
医
療
体
制
は
当
然
」
と
語

る
。
「
が
ん
は
寒
毒
＊
」
（
＊
冷

ぇ
＋
気
血
津
液
が
滞
り
蜀
烈
で
荒
々
し

い
気
を
有
す
る
状
態
）
と
い
う
中

医
学
の
認
識
と
が
ん
幹
細
胞
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